
I ターンで自営漁業着業を目指す Aさんの場合 

年齢  ：40 歳 

家族構成：妻、子供 2人の 4人家族 

漁業経験：ゼロ 

希望  ：子供のころからの夢だった漁師になりたい！ 

課題  ：漁家出身ではない  →①漁村に仲間として受入れてもらう（≒漁協組合員※になる）必要有 

     漁船・漁具がない  →②独立までに段階的に入手する必要有 

     漁業技術がない   →③ベテラン漁師（師匠）に教えてもらう等の必要有 

※漁協組合員になるためには、漁村に定住＋年間 90 日以上の漁業操業実績が必要です

１．相談 

 ワンストップ窓口に連絡 

やりたいこと、興味があること、不安なこと を相談 

→島根県の漁業、各種支援制度の内容、就業候補地の概要を聞く 

２．島根県を訪問（相談から 1か月後） 

沿岸漁業就業型技術習得研修事業の活用を検討 

  →住んでみたい漁村訪問＋賃貸可能住宅見学 

→研修中に働く定置網を訪問して仕事を一日体験 

→自分がやりたい漁業の技術指導をしてくれる師匠候補と面談 

３．決断（相談から 3か月後） 

 島根県で漁師になることを決意 

→1年間の産業体験＋2年間の研修→計 3年間定置網で働いた後に自営漁師としての独立を目指す 

４．就業（相談から 6か月後～1年 6か月後） 

 漁村に住んで定置網で働きながら漁業の基本を学ぶ 

 →地元の人に仲間として受け入れられ漁協組合員になる 

５．就業型研修（相談から 1年 6か月後～3年 6か月後）※

 “午前は定置網＋午後は自分の漁業”で働きながら学ぶ 

 →様々な漁業技術の研修を受けて技術を身につけていく 

 →地元の人から漁船や漁具を格安で譲ってもらう 

 →自分の漁業の水揚げを増やしていく 

 ※消耗漁具（15万円/年まで）、船舶免許取得費等の支援有 

６．自営独立（相談から 3年 6か月後～8年 6か月後） 

 定置網を退職して自営漁師になる！ 

 →認定新規漁業者になり補助事業を活用して漁船・漁具導入 

【収入】定置網の給与：20 万円程度／月

産業体験事業助成金： 

12 万円/月＋3万円/月（子連れ上乗せ）

【収入】定置網の給与：20 万円程度／月

自分の漁業の水揚げ：まずは潜り漁業で

～20万円程度/月を目指す！ 

【収入】自立給付金：10万円/月 

自分の漁業の水揚げ：複数の漁業種類を

組み合わせて 60 万円/月を目指す！ 
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